
内視鏡的大腸粘膜切開剥離術ESDを受ける患者様へ（当日入院）

／

２日目

手術当日：自宅 手術当日：手術前 手術当日：手術後 手術後１日目

目標

毎日看護師

と

評価します

□治療計画が理解できる □安静時間と注意事項を守ることができる

□術後に腹痛・下血・血圧低下が起こらない

□腹痛・下血・血圧低下が起こらない

□食事の制限を守ることができる

内服

注射

・朝７時に朝の薬を飲んで下さ

　い（抗凝固剤・糖尿病薬以外）

・持参薬を確認します

   医師から中止されている薬の有無を確認し

   ます

・点滴の針を留置し、午後から２４時間点滴

　を行います

・手術3時間後から内服が可能となります

 （中止薬は医師の指示があるまで内服できませ

   ん）

・手術後、抗生剤の点滴をする場合があります

・点滴が24時間あります（翌日午後まで）

・抗生剤の点滴をする場合があります

検査

・身長・体重を測定します

【手術時刻】内視鏡室からの連絡待ちです

【手術場所】1F内視鏡室

【所要時間】2時間前後で終了します

・帰室後、体温・血圧・酸素飽和度を測定します ・午前中に、採血・腹部レントゲンがあります

治療

処置

・2０時に液状の下剤（ピコスル

ファートNa）と500mlの水を飲んで

ください

・朝７時に吐気止めの薬を飲んでくだ

   さい

・朝７時30分から下剤２Lを作成し

　500mlを30分で飲むことを目安に

　2Lを2時間で飲んでください

【入院時確認させていただきます】

・ペースメーカー・体内金属・アレルギー・

　心臓病・高血圧・緑内障・前立腺肥大の

　有無

・長病衣と検査用パンツに着替えます

・手術に呼ばれたら、貴金属類・義歯・

　時計・眼鏡などは外します

　貴重品の鍵は必ず携帯してください

　点滴をした状態で1階の内視鏡室へ移動し

　ます

・ストレッチャー（寝台）で看護師がお迎えに参

　ります

・病室に戻ってから3時間は安静時間です

　ベッドに寝たままの状態で安静にお過ごしいた

　だきます

・尿意があるときはしびんや差し込み便器を使用

　しますので、お知らせ下さい

・トイレと洗面のみ歩行が許可となります

・血液検査やレントゲン検査の結果異常があれば、食事は

　開始されません

・医師の診察があり、検査が行われる場合があります

　必要時のみ）

食事

飲水

・朝・昼・夕は検査食となります

※20：00以降、食事は摂れません

※処置3日前からは、海藻類・種や繊

維質の多い果物・野菜・きのこ類・ゴ

マ等は摂らないでください

・手術準備中は水のみお飲みいただけます

・食べ物は一切食べられません

・手術後3時間後から水分のみ許可となります

（水・お茶・ポカリスェットのみ）

・食べ物は一切食べられません

・昼食より低残渣食の重湯が開始になります

・病院食以外食べないで下さい

清潔
・入浴の制限はありません ・清拭のみ可です ・シャワー可です

排泄

・便が透明な黄色になり、カスがない状態で

　準備完了となります（看護師に便を確認し

　てもらってください）

安静

活動

・制限はありません ・手術前：病棟内で自由にお過ごしください ・お部屋に帰ってきて、ベッドから起き上がる際

　には、必ずナースコールを押してお知らせくだ

　さい

・転倒の危険を避けるため、必ず看護師が来てか

　ら立ち上がるようにお願いいたします

・病棟内のみ

説明

指導

・同意書を提出してください

・弾性ストッキングの準備（足のサイズを測

　定します）

・腹痛や気分不快などの異常を感じたときは、ナースコールを押して看護師にお知らせください

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります 市立札幌病院　消化器科・６階西病棟　2017年2月作成　2024年8月改訂

内視鏡的大腸粘膜切開剥離術（ESD)当日入院パス【02005－01】

／　　

1日目

・排便の際には便の色を確認して下さい

・血が混ざっている場合は、流さずにトイレの呼出ボタンを押して看護師に見せて下さい

　患者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　　　入院病棟：　　　　　病棟　　　主治医：　　　　　　　　　　　　　　　　　受け持ち看護師：　　　　　　　　　　　　　　　　No1／２

入院前日



内視鏡的大腸粘膜切開剥離術ESDを受ける患者様へ（当日入院）

／

4日目 5日目 6日～7日目

手術後３日目 手術後４日目～退院 手術後５日目～退院

目標

毎日看護師

と

評価します

□腹痛・下血・血圧低下が起こらない

□食事の制限を守ることができる

□腹痛・下血・血圧低下が起こらない

□食事の制限を守ることができる

□腹痛・下血・血圧低下が起こらない

□食事の制限を守ることができる

□退院後の生活の注意点が言える

内服

注射

検査

治療

処置

食事

飲水

・低残渣５分粥

・病院食以外食べないで下さい

・低残渣７分粥

・病院食以外食べないで下さい

・低残渣全粥

・病院食以外食べないで下さい

清潔

排泄

安静

活動

説明

指導

　

　下記の症状がある場合は、ご連絡下さい

　　①便に血が混じる

　　②お腹が常に痛い

　　③38.0℃以上の発熱が続く

　日中：内科外来

　　　TEL(011)726-2211(内3240)

　休日・夜間：当直外来

　　　　TEL(011）726-2211(内2712)

注）現時点で考えられる予定であり変更になることがあります 市立札幌病院　消化器科・６階西病棟　2017年2月作成　2024年8月改訂

・出血・腹痛・気分不快などの症状がみられる場合、医師が診察を行います

　診察の結果、検査が行われる場合があります

　患者氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様　　　　入院病棟：　　　　　病棟　　　主治医：　　　　　　　　　　　　　　　　　受け持ち看護師：　　　　　　　　　　　　　　　　No２／２

・制限はありません

内視鏡的大腸粘膜切開剥離術（ESD)当日入院パス【02005－01】

３日目

手術後２日目

・腹痛や気分不快などの異常を感じたときは、ナースコールを押して看護師にお知らせください

・退院後の生活の注意点は、別途パンフレットをお配りして説明いたします

・シャワー可です

・排便の際には便の色を確認して下さい

・血が混ざっている場合は、流さずにトイレの呼出ボタンを押して看護師に見せて下さい

□腹痛・下血・血圧低下が起こらない

□食事の制限を守ることができる

・抗生剤の点滴をする場合があります

・点滴終了後抜針します

／　　

・低残渣3分粥

・病院食以外食べないで下さい

退院基準：出血がない

術前と比べて血圧の低下がない


